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鳥飼事業所洗濯場における暑さ対策に関する緊急申し入れ 

 

 

 鳥飼事業所の洗濯場には、大型洗濯機及び大型乾燥機がそれぞれ２台設置されているが

それに対する空調設備は、旧型のエアコンが１台とサーキュレーターが１台のみである。

そのため、８月の統計によれば、猛暑による外気温も相まって、洗濯場の室温（平均値）

３６.５℃、湿度（平均値）５０.７％と劣悪な環境の作業となっている。また、洗濯場に

はＪＲ社員の更衣スペースもあり、さらに、この猛暑が１０月まで続くと報じられている

ことからも、早急な対策が必要である。よって、下記の通り申し入れる。 

 

記 

 

１．早急にエアコンの増設置を行うこと。 

 

以 上 

 


